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去
る
６
月
15
日
、
京
都
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
第
19
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
椹
木
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
山
本

理
事
長
を
選
出
し
、
出
席
者
28
名
、
委
任
状
及
び
書
面
表

決
48
名
の
76
名
で
、
正
会
員
１
２
７
名
中
３
分
の
１
以
上

で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
て
、
議
案
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
２
０
2
３
年
度
事
業
報

告
は
、
椎
名
常
務
理
事
か
ら
、
第
２
号
議
案
２
０
２
３
年

度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
は
、
木
村
理
事
と
中
本
監
事

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
質
疑
応
答
後
採
決
に
移
り
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
４
号
議
案
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

第
４
号
議
案
２
０
２
４
年
度
収
支
予
算
（
案
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
椎
名
常
務
理
事
、
木
村
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
応
答

後
採
決
に
移
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
好
評
だ
っ
た
記
念
講
演
●

　

第
２
部
の
記
念
講
演
「
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
最
低
賃
金
の
役
割
～
最
低
賃
金
15
ド
ル
の
ア
メ

リ
カ
と
の
比
較
の
中
で
～
は
伊
藤
講
師
の
動
画
を
使
っ
た
、
ま
た
、
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
た
語
り
口
が
、
参
加
者
を
引
き
つ
け
、
90
分
が
短
く
感
じ
る
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
が
、「
最
低
賃
金
を
上
げ
て
も
雇
用
は
減
少
し
な
い
」
と
す
る

研
究
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
贈
ら
れ
た
、
そ
の
研
究
の
経
過
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
の
最
低
賃
金
の

仕
組
み
と
組
合
の
闘
い
、
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
格
差
の
拡
大
な
ど
を
、
分
か
り
や
す

く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
日
本
に
お
け
る
最
低
賃
金
を
１
，５
０
０
円
に
す
る
意
義
に

つ
い
て
語
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

●
懇
親
会
、
楽
し
く
語
ら
い
合
う
●

　

第
３
部
懇
親
会
は
、京
都
テ
ル
サ
１
階
の
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
凛
」
に
30
名
の
参
加
者
を
得
て
行
い
、

自
己
紹
介
を
含
め
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
は
、
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
が
忙
し
い
中
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
あ
い
さ
つ
を
、

ま
た
、
泉
ケ
ン
タ
衆
議
院
議
員
、
山
井
和
則
衆
議
院
議
員
、
つ
じ
も
と
清
美
参
議
院
議
員
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度　

第
19
回
通
常
総
会

　

全
て
の
議
案
を
可
決
し
、
盛
会
裏
に
終
わ
る



2 0 2 4 年  夏号

2

第
３
号
議
案　

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画

１　
２
０
２
４
年
度
の
事
業
環
境

　

①�

雇
用
と
賃
金
保
障
は
究
極
の
社
会
保
障

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
、
雇
用
と
賃
金
が

劣
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
雇
用

は
、
正
規
雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
に
置

き
換
え
ら
れ
、
今
は
働
く
労
働
者
の
４

割
近
く
は
非
正
規
労
働
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

②�

ま
た
、
賃
金
は
、
デ
フ
レ
経
済
の
中
、

大
幅
な
賃
上
げ
も
な
く
、
23
ヶ
月
実
質

賃
金
が
減
少
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

③�

今
年
の
春
闘
は
連
合
の
発
表
に
よ
る

と
賃
上
げ
率
は
５
．28
％
に
な
り
、

１
９
９
１
年
以
来
33
年
ぶ
り
の
５
％

超
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

④�

春
闘
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
か
ら
、
大
企

業
を
中
心
に
企
業
収
益
は
過
去
最
高
水

準
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
も
デ

フ
レ
脱
却
の「
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
」

を
実
現
す
る
た
め
、
高
水
準
の
賃
上
げ

を
企
業
に
求
め
て
お
り
、
政
労
使
一
体

の
賃
金
相
場
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

⑤�

こ
う
し
た
賃
上
げ
が
中
小
及
び
未
組
織

労
働
者
ま
で
及
ぶ
の
か
、
ま
た
、
非
正

規
労
働
者
に
も
波
及
す
る
の
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

⑥�

非
正
規
労
働
者
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に

は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
喫
緊
の
課

題
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
最
低
賃
金
は

諸
外
国
に
比
べ
て
も
低
い
水
準
に
あ

り
、
生
活
し
て
い
く
最
低
保
障
に
な
り

得
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

２　

具
体
的
な
事
業
計
画

（
１
）
情
報
発
信
活
動

　

①�
会
報
誌
「
季
刊
・
あ
っ
た
か
情
報
」
の

発
行

　
　

�　

季
刊
「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
発
行
は

当
法
人
活
動
の
内
容
を
広
く
広
報
す
る

と
同
時
に
会
員
・
支
援
者
と
状
況
を
共

有
す
る
重
要
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
あ
っ
た
か
」
が
主
催
す
る
講
演

会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
で
き
な
い
会

員
の
皆
さ
ま
に
講
演
内
容
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

�　

２
０
２
４
年
度
も
年
４
回
の
（
８

月
、
10
月
、
１
月
、
４
月
）
の
発
行
を

目
指
し
ま
す
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
充
実

　
　

�　

財
政
と
人
材
の
問
題
か
ら
、
抜
本
的

な
改
革
は
当
面
難
し
い
状
況
で
す
。
本

年
度
も
最
新
情
報
は
Ｕ
Ｐ
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
宣
伝
事
業

　

①
労
働
関
連
法
教
育
普
及
事
業

　
　

�　

本
事
業
は
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労

者
学
園
（
以
下
、
ラ
ボ
ー
ル
学
園
）
と

の
委
託
契
約
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
本
年
も
、
高
校
生
、
大

学
生
、
専
門
学
校
生
、
そ
の
他
社
会
人

を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
と
秋
季
・
春

季
に
社
会
人
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
昨
年
と
同
様
に
そ
れ
ぞ

れ
担
当
者
を
設
け
て
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
　

�　

特
に
出
前
授
業
で
は
定
期
的
な
「
講

師
陣
会
議
」
を
開
催
し
て
進
め
ま
す
。

　

②
事
業
の
目
的

　
　

�　

昨
年
は
30
年
ぶ
り
と
な
る
高
水
準

の
賃
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、政
府
は
、

政
策
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
新
し
い
資
本
主

義
」
の
中
で
、
２
０
２
４
年
は
物
価
高

騰
に
負
け
な
い
更
な
る
持
続
的
・
構
造

的
賃
上
げ
の
実
現
と
分
厚
い
中
間
層
の

形
成
を
す
る
と
し
て
い
ま
そ
の
た
め
の

政
策
と
し
て
、「
人
へ
の
投
資
」を
強
化
、

リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
能
力
向
上
支

援
、
個
々
の
企
業
の
実
態
に
応
じ
た
職

務
給
の
導
入
成
長
分
野
へ
の
円
滑
化
の

三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
を
進
め
る

こ
と
、
多
様
な
働
き
方
の
推
進
等
を
通

じ
企
業
の
生
産
性
向
上
に
よ
り
更
な
る

賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
少
子
化
対

策
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
等
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
未
来
を
担
う
次

世
代
中
間
層
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　

�　

今
日
の
よ
う
に
社
会
の
構
造
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
は
、

労
働
や
社
会
保
障
に
関
す
る
法
令
や
政

策
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
知
り
、
考
え
、

動
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、

最
新
の
労
働
に
関
す
る
知
識
と
社
会
保

障
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
提
供
を
行
い

ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
の
出
前
授
業
実

施
の
中
で
、
生
徒
か
ら
の
労
働
に
関
す

る
相
談
へ
の
教
員
の
対
応
、
外
国
人
生

徒
の
就
職
に
つ
い
て
在
留
資
格
や
社
会

保
険
、
労
働
関
連
法
な
ど
教
員
へ
知
識

の
提
供
等
、
個
別
の
相
談
事
例
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
、
昨
年
実
施
し
た
、
年

収
の
壁
と
社
会
保
険
、
就
労
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
参
加
者
、
個
別

相
談
も
多
く
関
心
が
高
い
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
同
様
、
労
働

関
連
法
教
育
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、
具

体
的
な
労
働
や
社
会
保
険
に
関
す
る
相

談
に
も
対
応
で
き
る
労
働
関
連
教
育
内

容
を
構
成
し
ま
す
。

　

③�

若
者
を
対
象
に
し
た
労
働
関
連
法
教
育

活
動
－「
出
前
授
業
」（
学
校
等
に
て
）

　
　
ⅰ
「
対
象
」
の
重
点
課
題
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ａ�

．
高
校
生
：
全
日
制
、
定
時
制
、

通
信
制
の
生
徒
、
教
職
員
な
ど

　
　
　
　

イ�
労
働
法
の
基
礎
知
識
、
労
働
契

約
と
「
労
働
条
件
通
知
書
」「
給

与
明
細
」
の
見
方
、
労
働
相
談

窓
口
の
紹
介

　
　
　
　

ロ�

少
子
化
の
下
で
の
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
を
考

え
る
、
と
り
わ
け
社
会
保
険
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
「
社

会
保
険
の
基
礎
知
識
」

　
　
　
　

ハ
労
働
と
人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　

ニ�

個
別
求
人
、
労
働
条
件
等
に
関

す
る
相
談
支
援
、
外
国
人
生
徒

の
就
職
に
つ
い
て
の
相
談
支
援

　
　
　
ｂ
．
大
学
生

　
　
　
　

イ�

ａ
の
他
、「
就
職
活
動
を
始
め

る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
策
」

　
　
　
ｃ
．
専
門
学
生

　
　
　
　

イ�ａ
の
他
、
求
人
票
の
読
み
解
き
方

　
　
　

ｄ
．
そ
の
他
社
会
人
…
ひ
と
り
親

　
　
　
　

��　

家
庭
、
不
利
な
家
庭
環
境
に
あ

る
若
者
と
そ
の
支
援

　
　
　
　

イ�

ａ
の
他
、
年
金
・
医
療
・
介
護

の
社
会
保
険
基
礎
知
識
、
労

災
・
雇
用
な
ど
の
労
働
保
険
の

基
礎
知
識

　
　
　
　

ロ�

社
会
保
険
適
用
拡
大
と
年
収
の
壁

　
　
　
　

ハ�

兼
業
・
副
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

な
ど
の
多
様
な
働
き
方
の
選
択

と
社
会
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

ニ�

少
子
化
の
下
で
「
今
な
ぜ
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
改
革
な
の
か
」

　
　
ⅱ
講
義
方
法
の
多
様
化
の
検
討

　
　
　

�　

ス
ク
ー
ル
形
式
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
寸
劇
形
式
、
紙
芝
居
や
動
画
を

使
用
し
た
講
義
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
、

個
別
求
人
等
に
関
す
る
相
談
支
援

　

④�

社
会
人
を
対
象
に
し
た
労
働
関
連
教
育

活
動
（
ラ
ボ
ー
ル
学
園
に
て
実
施
）

　
　

�　

秋
季
・
春
季
各
３
回
の
連
続
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
労
働
、
社
会
保
障
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、
諸
課
題
に
つ
い

て
問
題
提
起
を
行
い
、
参
加
者
と
と
も

に
考
え
ま
す
。
ま
た
、
実
施
に
当
た
っ

て
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
合
わ

せ
て
行
い
、
欠
席
者
へ
の
動
画
配
信
を

行
い
ま
す
。

　
　
ⅰ
前
期
（
秋
季
）

　
　
　

�　

テ
ー
マ
：「
三
位
一
体
の
労
働
市

場
改
革
」
構
造
的
賃
上
げ
の
実
現
と

分
厚
い
中
間
層
の
形
成
に
向
け
て

　
　
　

�　

政
府
は
２
０
２
４
年
度
も
最
低
賃

金
の
公
的
引
き
上
げ
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る

能
力
向
上
支
援
、
個
々
の
企
業
の
実

態
に
応
じ
た
職
務
給
の
導
入
、
成
長

分
野
へ
の
労
働
移
動
の
円
滑
化
、
こ

の
三
位
一
体
の
改
革
を
進
め
る
こ
と

で
、
構
造
的
賃
上
げ
を
通
じ
て
、
日

本
企
業
と
外
国
企
業
の
間
に
存
在
す

る
賃
金
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

政
策
は
、
格
差
社
会
の
解
消
に
つ
な

が
る
の
で
し
ょ
う
か
。
非
正
規
雇
用

や
障
が
い
者
、
高
齢
者
等
社
会
的
弱

者
の
就
労
に
つ
な
が
る
の
か
課
題
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
　
　

�　

第
１
回
：
春
闘
相
場
の
高
ま
り
と

新
卒
の
大
幅
な
賃
上
げ
、
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改
善
に
与
え
る
労
働
組

合
の
影
響

　
　
　

�　

第
２
回
：
障
害
者
雇
用
を
取
り
巻

く
現
状
や
、
就
労
支
援
の
課
題

　
　
　

�　

第
３
回
：
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
と

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
（
職
務
給
）
促
進
、

労
働
移
動
の
円
滑
化
に
向
け
の
雇
用

政
策
と
課
題

　
　
ⅱ
後
期
（
春
季
）

　
　
　

�　

テ
ー
マ
：
人
口
減
少
社
会
と
構
造

的
人
手
不
足
に
対
応
し
た
仕
事
と
育

児
・
介
護
の
両
立
支
援
対
策

　
　
　

�　

政
府
の
掲
げ
る
両
立
支
援
制
度
は

少
子
化
対
策
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

シ
ン
グ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な
ど
の

課
題
解
決
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
男

女
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
を
す
る
上
で
、
多
様
な
働
き
方
の

選
択
と
働
き
方
の
意
識
改
革
が
重
要

な
課
題
で
す
。
諸
制
度
の
理
解
を
深

め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。　

　
　
　

�　

第
１
回
：
こ
ど
も
未
来
加
速
プ
ラ

ン
、
年
齢
応
じ
た
育
児
両
立
支
援
と

就
業
実
態

　
　
　

�　

第
２
回
：
社
会
か
ら
孤
立
さ
せ
な

い
仕
事
と
介
護
両
立
支
援
制
度
の
周

知
強
化
と
課
題

　
　
　

�　

第
３
回
：
多
様
化
、
年
収
の
壁
問

題
を
踏
ま
え
た
労
働
保
険
、
年
金
改

正
な
ど
被
用
者
保
険
の
在
り
方

　
　
ⅲ
そ
の
他
検
討
中
の
テ
ー
マ

　
　
　

�　

孤
独
・
孤
立
対
策
、
外
国
人
支

援
（
日
本
語
教
育
、生
活
保
護
な
ど
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
取
引
適
正
化
、
国

際
比
較
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
に
よ
る

給
与
支
払
い

　
　
ⅳ�

社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会
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（
秋
頃
実
施
）

　
　
　

�　

非
正
規
雇
用
（
短
時
間
・
期
間
雇

用
）、
副
業
・
兼
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
の

中
で
、
と
り
わ
け
10
月
施
行
の
社
会

保
険
適
用
拡
大
や
税
法
・
社
会
保
険

上
の
年
収
壁
に
関
す
る
学
習
会
と
個

別
相
談
会
を
実
施
し
、
具
体
的
な
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

　

⑤
労
働
関
連
法
教
育
推
進
の
紙
芝
居
制
作

　
　

�　

紙
芝
居
と
動
画
に
よ
る
出
前
授
業

は
、
生
徒
や
教
員
か
ら
「
分
か
り
や
す

い
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
実
績
を
活
か
し
、
さ
ら
に
「
雇
用

保
険
制
度
を
活
用
し
て
働
き
生
き
る
こ

と
」
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
紙
芝
居

を
制
作
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
制

作
し
て
き
た
紙
芝
居
は
好
評
を
得
て
い

ま
す
が
、
法
改
正
に
伴
い
内
容
の
改
訂

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
度
内
容
を

修
正
し
た
上
で
、
多
く
の
方
に
広
く
活

用
さ
れ
る
よ
う
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
を
行
い

ま
す
。

　

⑥
総
会
に
お
け
る
記
念
講
演

　
　

�　

今
年
も
、
総
会
記
念
講
演
を
開
催

致
し
ま
す
。「
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
最

低
賃
金
制
度
の
役
割
―
最
低
15
ド
ル

の
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
の
中
で
―
」
の

テ
ー
マ
で
伊
藤
大
一
さ
ん
（
大
阪
経
済

大
学
教
授
）
に
講
演
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

⑦
２
０
２
５
年
新
春
講
演
会

　
　

�　

時
代
を
反
映
し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、課
題
と
問
題
点
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

⑧
労
働
者
福
祉
協
議
会
な
ど
の
研
修
会

　

�　

�　

昨
年
に
続
き
、労
働
者
福
祉
協
議
会
、

労
働
組
合
の
研
修
会
に
積
極
的
に
講
師

を
派
遣
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
相
談
事
業

　

①
京
都
府
の
労
働
相
談
事
業

　
　

�　

今
年
度
も
京
都
府
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
と
月
曜
日
～
金

曜
日
の
夜
間
の
「
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
労
働
相
談
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
当
法
人

の
理
事
に
担
っ
て
い
た
だ
き
、
京
都
府

と
の
連
絡
、
担
当
者
の
出
務
調
整
、
実

績
の
集
計
、
契
約
の
更
新
（
入
札
）、

事
業
報
告
書
の
作
成
な
ど
、
具
体
的
な

業
務
に
引
き
続
き
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

②�

全
日
本
自
治
体
労
働
組
合
京
都
府
本
部

と
の
業
務
委
託
事
業

　
　

�　

京
都
府
本
部
が
設
置
す
る
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
外
部
相
談
窓
口
と
し
て

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
相
談
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

③
そ
の
他
の
相
談
事
業

　
　

�　

可
能
な
範
囲
で
独
自
の
相
談
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
他
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

①
ラ
ボ
ー
ル
学
園
と
の
提
携
事
業
の
展
開

　
　

�　

当
年
度
も
、
労
働
関
連
法
教
育
を
通

じ
て
協
力
関
係
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
龍
谷
大
学
と
の
連
携

　
　

�　

当
年
度
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
入
学

の
希
望
者
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
面
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
関
係
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
度
に
向

け
て
、
正
会
員
か
ら
の
入
学
の
希
望
者

を
募
り
、
大
学
院
お
け
る
課
題
研
究
を

通
し
て
地
域
公
共
人
材
と
し
て
貢
献
で

き
る
、
会
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

③
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
の
連
携

　
　

�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
祉
工
房
Ｐ

＆
Ｐ
の
職
員
の
研
修
会
等
へ
の
講
師
派

遣
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

３
組
織
・
財
政
活
動

（
１
）
組
織
活
動

　

�　

多
少
の
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、正
会
員
、

賛
助
会
員
、
協
力
会
員
の
合
計
は
２
６
０

名
程
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通

し
て
会
員
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

①
事
務
局
体
制

　
　

�　

引
き
続
き
半
田
副
理
事
長
が
事
務
局

長
と
し
て
、
月
・
水
・
金
勤
務
し
て
日

常
業
務
の
処
理
と
、
会
員
管
理
へ
の
情

報
発
信
・
連
絡
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

②
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担

　
　

�　

出
前
授
業
、
相
談
事
業
は
理
事
を
中

心
に
任
務
の
分
担
が
計
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
に
つ
き
ま
し
て
は
事
務
局
主

導
で
進
め
ま
す
。

（
２
）
財
政
活
動

　

当
法
人
活
動
の
収
入
は
、
正
会
員
・
賛
助

会
員
・
協
力
会
員
か
ら
の
会
費
・
寄
付
金
、

京
都
府
か
ら
の
委
託
事
業
（
労
働
相
談
事

業
）
と
ラ
ボ
ー
ル
学
園
の
労
働
関
連
法
教
育

事
業
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
事

業
収
入
を
見
込
む
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
会
員
等
の
知
恵
と
力
を
借
り
な
が
ら
、

新
た
な
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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（
１
）
長
い
前
振
り
と
し
て
の
自
己
紹
介

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
大
阪
経
済
大
学

の
伊
藤
と
申
し
ま
す
。
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

の
笹
尾
さ
ん
に
は
、
生
前
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
、
僕
の
授
業
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
も
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
急
に
亡
く
な
っ
て
、
私
も
本
当
に
残
念

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
精
一
杯
努

め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ど
こ
の
馬
の
骨
だ
と
い
う
こ
と
で
、
簡
単

に
自
己
紹
介
し
ま
す
。
い
と
う
・
た
い
ち
、

48
歳
、
１
９
７
５
年
山
梨
県
生
ま
れ
で
す
。

１
９
９
５
年
４
月
に
京
都
の
立
命
館
大
学
に

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
９
９
年

３
月
に
卒
業
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
社

会
は「
フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
問
題
」の
真
っ

最
中
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
を
ニ
ー
ト
に
し
な
い
方
法
」
と

か
、「
無
責
任
な
若
者
が
増
え
た
か
ら
フ
リ
ー

タ
ー
が
増
え
た
」
と
か
、
テ
レ
ビ
が
盛
ん
に

報
じ
て
い
た
と
き
で
し
た
。

　

22
歳
の
伊
藤
青
年
は
こ
の
事
態
に
大
い

に
怒
り
ま
し
た
。「
若
年
失
業
の
問
題
は
、

若
者
の
や
る
気
の
問
題
で
な
く
、
戦
後
は
じ

め
て
顕
在
化
し
た
資
本
主
義
の
矛
盾
、
社
会

問
題
で
あ
る
。
こ
の
社
会
問
題
の
解
決
は
本

来
的
に
は
経
済
政
策
で
対
応
し
な
く
て
な
ら

な
い
の
に
、
個
人
の
責
任
感
の
問
題
に
す
り

替
え
ら
れ
て
い
る
」と
激
し
く
怒
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
べ
く
、
伊
藤
青
年
は

大
学
院
に
進
学
し
て
、
研
究
し
て
い
こ
う
と

決
意
し
た
の
で
し
た
。

　

親
父
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。
大
学
を
４
年

で
や
っ
と
卒
業
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
だ
い

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
講
演

｢
安
い
ニ
ッ
ポ
ン｣

と
最
低
賃
金
制
度
の
役
割

　
　
ー
最
低
賃
金
15
ド
ル
の
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
の
中
で
ー

�

伊 

藤
　
大 

一
さ
ん
（
大
阪
経
済
大
学
教
授
）

く
の
か
と
。
学
費
を
一
体
い
く
ら
払
う
の
か

と
。
２
０
０
４
年
、
博
士
後
期
課
程
を
め
で

た
く
修
了
し
ま
し
て
、
経
済
学
博
士
に
な
り

ま
し
た
。
末
は
博
士
か
大
臣
か
の
博
士
に
な

り
ま
し
た
。
親
父
も
や
っ
と
終
わ
る
か
と

思
っ
た
ら
、
そ
こ
で
就
職
で
き
な
い
。
こ
こ

か
ら
が
大
変
で
し
た
。

　

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
を
研
究
す
る
博
士

号
持
ち
の
フ
リ
ー
タ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
大
学
の
先
生
に
な
る
た
め
に
は
、
論
文

書
か
な
い
と
先
生
に
な
れ
な
い
ん
で
す
。
論

文
書
く
た
め
に
は
仕
事
で
き
な
い
わ
け
で
す

よ
。
バ
イ
ト
し
た
ら
論
文
書
け
な
い
し
、
バ

イ
ト
し
な
か
っ
た
ら
お
金
は
な
い
し
、
月

15
万
円
、
年
収
１
８
０
万
円
ぐ
ら
い
の
生
活

を
、
結
果
的
に
言
う
と
32
歳
ま
で
や
り
ま
し

た
。

　

年
収
１
８
０
万
円
の
生
活
っ
て
、
や
っ
て

み
て
分
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、
一
つ
も
失
敗

は
で
き
な
い
。
だ
っ
て
毎
月
家
賃
払
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
し
、
ご
飯
食
べ
な
き
ゃ
い
け

な
い
し
、
国
民
年
金
払
え
っ
て
い
っ
て
く
る

し
。
明
日
の
昼
飯
代
、
来
月
の
家
賃
す
ら
払

え
る
か
分
か
ら
な
い
私
が
65
歳
の
年
金
な

ん
て
、想
像
の
か
な
た
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

国
民
年
金
の
保
険
料
払
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
32
歳
の
と
き
に
、
や
っ
と
大
阪
経
済
大

学
に
就
職
し
ま
し
た
。
親
父
は
喜
ん
で
お
り

ま
し
た
。
ざ
っ
と
、
自
己
紹
介
は
こ
ん
な
所

で
す
が
、
こ
の
自
己
紹
介
の
内
容
は
今
後
の

講
演
で
も
触
れ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
最
低
賃
金
制
度
の
概
説

　

①
ア
メ
リ
カ
最
低
賃
金
15
ド
ル
の
衝

撃
？
、
②
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
で
最
低
賃
金
が

上
が
る
の
か
？
、
③
安
い
日
本
と
日
本
社
会

の
こ
れ
か
ら
、
の
３
点
を
こ
れ
か
ら
講
演
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
為
替
レ
ー
ト
で
す
が
、

わ
か
り
や
す
さ
を
優
先
す
る
た
め
に
、
１
ド

ル
＝
１
５
５
円
で
計
算
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
15
ド
ル
は
日
本
円
で
２
，３
２
５
円

に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
最
低
位
賃
金
制
度
の

概
要
を
解
説
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃

金
は
３
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

連
邦
最
低
賃
金
が
時
給
７
・
25
ド
ル
（
約

１
，１
２
４
円
）
で
す
。
大
阪
府
の
最
低
賃講演風景
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金
が
時
給
１
，０
６
４
円
で
す
。
つ
ぎ
が
、

州
最
低
賃
金
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
州
ご
と
に

最
低
賃
金
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
16
ド
ル
（
２
，４
８
０
円
）

で
す
。
ア
ラ
ス
カ
州
で
11
・
73
ド
ル
、
と
い

う
ふ
う
に
、
州
ご
と
に
違
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
都
市
が
最
低
賃
金
を
定
め
て
い

る
の
で
す
。
都
市
最
低
賃
金
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
が
16
・
78
ド
ル
（
約
２
，６
０
０
円
）
こ

う
い
う
３
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
の

３
つ
の
う
ち
、
一
番
高
い
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃
金

制
度
で
す
。

（
３
）�

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
低
賃
金
制

度
を
め
ぐ
る
議
論

　

ま
ず
ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
議

論
で
す
が
、
２
０
２
１
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
（
Ｕ
Ｃ
Ｂ
）
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
カ
ー
ド
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ド
の
研
究
は
、「
最

低
賃
金
の
上
昇
は
必
ず
し
も
雇
用
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
与
え
な
い
」と
い
う
研
究
で
す
。

こ
れ
ま
で
80
年
以
上
、経
済
学
の
常
識
は「
最

低
賃
金
の
上
昇
は
必
ず
雇
用
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ

の
常
識
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
で
す
。
こ
の

記
念
的
な
論
文
が
、
１
９
９
４
年
の
カ
ー
ド

と
ク
ル
ー
ガ
ー
の
２
人
が
共
通
で
書
い
た
論

文
で
し
た
（Card, D

. and K
rueger, A

. 
B., 1994

）。

　

こ
の
論
文
は
１
９
９
４
年
の
論
文
で
す

が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
う
ま
で
25
年
以
上

か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
経
済
学
者
の
間

で
こ
の
論
文
に
対
す
る
論
争
が
続
い
て
い
た

か
ら
で
す
。
そ
の
論
争
に
決
着
が
付
き
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
論
文

は
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。
１
９
９
２
年
に

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
最

低
賃
金
を
そ
れ
ま
で
の
４
・
25
ド
ル
か
ら
、

５
・
05
ド
ル
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
一
方

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
と
デ
ラ
ウ
エ
ア
川
を

挟
ん
で
隣
接
し
て
い
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

で
は
最
低
賃
金
を
据
え
置
き
ま
し
た
。

　
「
最
低
賃
金
の
上
昇
は
必
ず
雇
用
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
」
と
言
う
命
題
が
正

し
い
な
ら
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
雇

用
の
減
少
が
生
じ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で

は
こ
の
よ
う
な
減
少
は
発
生
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
デ
ラ
ウ
エ
ア
川
両
岸
の
都
市
を

対
象
に
カ
ー
ド
は
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。具
体
的
に
は
、両
岸
に
あ
る
フ
ァ
ス
ト
・

フ
ー
ド
店
を
調
査
し
て
、
雇
用
の
増
減
を
調

べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
最
低
賃
金
を
上
げ

た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
雇
用
の
減
少
は

観
察
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
雇
用
の
増

加
さ
え
観
測
さ
れ
た
」
と
い
う
結
論
だ
っ
た

の
で
す
。

　

こ
の
論
文
を
め
ぐ
っ
て
25
年
に
わ
た
り

論
争
が
続
き
ま
し
た
。
カ
ー
ド
の
研
究
に

対
す
る
有
力
な
反
論
と
し
て
、「
最
低
賃
金

上
昇
後
、
調
査
が
早
す
ぎ
た
の
で
、
雇
用
の

減
少
を
観
察
で
き
な
か
っ
た
」
と
「
フ
ァ
ス

ト
・
フ
ー
ド
店
の
み
を
対
象
に
し
た
た
め

に
、
偏
っ
た
結
論
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
反

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
最
低
賃
金
上
昇
後
、
調
査
が
早
す
ぎ
た

の
で
、
雇
用
の
減
少
を
観
察
で
き
な
か
っ

た
」
と
い
う
反
論
は
、
最
賃
上
昇
と
雇
用
の

減
少
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
で
、
も
っ

と
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
調
査
を
し
た
ら
、
雇

用
の
減
少
が
観
察
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。「
フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店

の
み
を
対
象
に
し
た
た
め
に
、
偏
っ
た
結
論

に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
反
論
は
、
調
査
対
象

外
で
あ
っ
た
小
規
模
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
な

ど
、
人
件
費
削
減
の
為
に
雇
用
を
減
ら
し
て

い
る
。
ク
ビ
に
な
っ
た
人
々
が
フ
ァ
ス
ト
・

フ
ー
ド
店
に
応
募
し
た
の
で
、
雇
用
が
増
え

た
よ
う
に
み
え
た
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
反

論
で
す
。

　

確
か
に
、
こ
の
２
点
は
反
論
と
し
て
成
り

立
ち
ま
す
。
主
に
こ
の
２
点
を
め
ぐ
っ
て

経
済
学
者
は
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
１
９
年
に
こ
の
論
争

に
決
着
を
付
け
る
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
（Cengiz, D

., D
ube, A

., Lindner, A
. 

and Zipperer, B., 2019

）。

　

こ
の
論
文
は
、
１
９
７
９
年
か
ら
２
０
１
６

年
の
間
、
カ
レ
ン
ト
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ベ
イ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
人
口
統

計
を
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
し
て
、
雇
用
総
量

で
な
く
、
最
低
賃
金
に
最
も
影
響
を
受
け
る

低
賃
金
労
働
者
の
雇
用
量
を
測
定
し
た
論
文

で
す
。
こ
の
論
文
は
、
１
９
７
９
年
か
ら

２
０
１
６
年
と
い
う
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
研

究
し
、
フ
ァ
ス
ト
・
フ
ー
ド
店
の
み
を
対
象

と
せ
ず
に
、
低
賃
金
労
働
者
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
に
、
上
記
の
２
点
の
争
点
に
係
わ

る
研
究
で
し
た
。

　

こ
の
論
文
はdifference in differences

、

差
分
の
差
分
法
と
い
う
統
計
手
法
を
用
い

て
、
比
較
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
論
文
を
通

し
て
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
っ
て
雇
用
の

減
少
は
生
じ
な
か
っ
た
、
と
い
う
結
論
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
こ
の
論
争

に
決
着
が
つ
い
た
と
し
て
カ
ー
ド
に
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
80
年
ぶ

り
に
経
済
学
の
常
識
が
塗
り
替
え
ら
れ
た
瞬

間
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
80
年
ぶ
り
に
経
済
学
の

常
識
が
塗
り
替
え
ら
れ
た
後
、
ア
メ
リ
カ

の
経
済
学
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
る
の
か
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す

（Clem
ens, J. 2021

）。
こ
の
論
文
は
「
理

論
的
に
、
最
低
賃
金
の
上
昇
は
雇
用
を
減
少

さ
せ
る
」
と
い
う
命
題
を
維
持
し
た
ま
ま
、

「
現
実
的
に
、
最
低
賃
金
の
上
昇
が
雇
用
を

減
少
さ
せ
な
い
条
件
は
何
か
」、
そ
の
条
件

を
探
し
た
論
文
で
す
。

　

こ
れ
を
読
む
と
、
社
会
保
険
料
の
削
減
、

実
際
は
最
賃
以
下
の
賃
金
し
か
払
っ
て
い
な

い
（
非
合
法
）、
利
潤
を
減
少
さ
せ
て
い
る
、

等
の
条
件
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
合
法
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を
除
く
と
、
雇
用
を
削
減
さ
せ
る
代
わ
り

に
、
最
賃
上
昇
と
同
額
の
社
会
保
険
料
や
利

潤
を
削
減
し
て
雇
用
を
維
持
し
て
い
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
チ
理

論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
の
非
対
称
性

に
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の
上
昇
が
雇
用
を
減

少
さ
せ
な
い
場
合
が
あ
る
等
、
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
上
が
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
経
済
学
者
の
議
論
で
す
ね
。

（
４
）
ア
メ
リ
カ
で
広
が
る
経
済
的
格
差

　

次
の
論
点
は
、「
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
の
最
低

賃
金
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
？
」、
そ
の
背

景
に
何
が
あ
る
の
か
、
を
め
ぐ
る
点
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
格
差
社
会
の
問
題
で
す
。
こ

の
本
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
ウ
ォ

ル
フ
さ
ん
と
い
う
人
が
書
い
た
論
文
で
す

（W
olff, N

. E. 2017

）。

　

な
か
な
か
す
ご
く
面
白
い
本
で
、
資
産
、

ア
セ
ッ
ト
で
す
ね
。
純
家
計
資
産
。
家
の
住

宅
価
格
と
か
資
産
を
全
部
足
し
た
も
の
か

ら
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
を
引
い
て
、
資
産

で
富
を
、
家
計
の
富
を
計
算
し
て
、
富
が
ど

う
変
化
し
た
か
と
い
う
の
を
分
析
し
た
論
文

な
ん
で
す
。
こ
れ
見
る
と
び
っ
く
り
す
る
ん

で
す
。
次
の
図
表
１
を
み
て
く
だ
さ
い
。

　
１
９
８
３
年
と
２
０
１
６
年
を
比
べ
て
見
る

と
で
す
ね
、
家
計
資
産
、
単
位
は
１
，０
０
０

ド
ル
。
２
０
１
６
年
の
ド
ル
平
価
で
計
算
し

て
い
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
も
う
ド
ル
表
記
だ

と
分
か
ん
な
い
の
で
、
２
０
１
６
年
の
為
替

レ
ー
ト
の
円
表
記
で
説
明
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
資
産
持
っ
て
い
る
家
族
の
上

位
１
％
が
、
１
９
８
３
年
に
は
家
計
資
産
約

12
億
円
で
す
ね
。
そ
れ
が
、
上
位
１
％
に

集
中
す
る
富
は
２
０
１
６
年
に
は
約
29
億

円
に
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
一
世
帯
で
す

よ
。
す
ご
い
で
す
ね
。
こ
れ
が
上
位
20
％
、

第
５
分
位
に
い
き
ま
す
と
、
１
９
８
３
年
は�

１
・
４
億
円
、
そ
れ
に
対
し
て
２
０
１
６
年

は
約
３
・
３
億
円
に
な
る
の
で
す
。

　

第
４
分
位
、
上
位
20
％
か
ら
40
％
の

家
計
資
産
を
見
る
と
、
１
９
８
３
年
は�

２
，２
０
０
万
円
、
１
９
９
６
年
に
３
，０
０
０�

万
円
に
な
り
ま
す
。
差
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
第
３
分

位
、
中
位
40
％
か
ら
60
％
、
中
間
層
と
言
っ

て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
８
３
年
に

９
０
０
万
円
と
２
０
１
６
年
の
９
０
１
万
円

と
変
化
が
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
、

下
位
、
ボ
ト
ム
40
％
、
と
言
っ
て
も
ボ
ト

ム
40
％
っ
て
こ
と
は
人
口
の
半
分
近
い
世

帯
の
こ
と
で
す
が
、
40
％
以
下
の
世
帯
は
、

１
９
９
３
年
は
76
万
円
、
そ
し
て
２
０
１
６

年
は
98
万
円
の
負
債
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

僕
ね
、
こ
れ
見
て
こ
ん
な
こ
と
あ
る
か
な

と
思
っ
た
の
で
す
。
だ
け
ど
十
分
あ
る
な
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
最
初
に

言
っ
た
よ
う
に
僕
、
大
阪
経
済
大
学
に
就
職

し
て
初
め
て
大
学
教
員
に
な
っ
た
と
き
は
、

マ
イ
ナ
ス
ス
タ
ー
ト
で
す
。
大
学
教
員
と
し

て
。
だ
っ
て
、
奨
学
金
が
６
０
０
万
と
か

の
借
金
で
し
ょ
？ 

大
学
か
ら
も
ら
う
給
料
、

初
任
給
７
０
０
万
、
最
初
の
年
は
ボ
ー
ナ
ス

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
７
０
０
万
ぐ
ら
い
。

　

払
っ
て
な
か
っ
た
社
会
保
険
料
を
こ
っ
そ

り
、
当
時
安
倍
さ
ん
の
失
わ
れ
た
年
金
の
時

で
、
特
例
で
10
年
分
追
納
で
き
た
の
で
、
初

任
給
で
全
部
年
金
保
険
料
払
っ
た
の
で
す
。

お
か
げ
で
大
学
教
員
に
な
っ
て
家
計
資
産
マ

イ
ナ
ス
で
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
家
買
っ
た
ら
ウ
ン
千
万
の
借
金

で
し
ょ
？ 

そ
れ
を
毎
年
返
し
て
い
く
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

車
買
っ
た
ら
数
百
万

の
借
金
で
し
ょ
？ 

そ
れ
を
毎
年
少
し
ず
つ

返
し
て
い
く
わ
け
で
し
ょ
？ 

そ
う
考
え
る

と
、
実
は
死
ん
だ
時
に
ト
ン
ト
ン
で
死
ね
た

ら
、
結
構
ラ
ッ
キ
ー
か
も
し
れ
な
い
。

　

う
ち
の
親
父
は
昭
和
22
年
生
ま
れ
、
団
塊

の
世
代
の
真
ん
中
な
の
で
、
う
ち
の
親
父
た

ち
の
世
代
は
、
高
度
経
済
成
長
を
通
し
て
、

日
本
人
の
世
代
と
し
て
は
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー

な
こ
と
に
、
資
産
を
残
せ
た
世
代
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

う
ち
の
親
父
は
高
卒
で
す
。
高
卒
で
地
方

公
務
員
、
地
方
公
務
員
の
母
親
と
出
会
っ

て
、
地
方
公
務
員
同
士
が
結
婚
し
た
。
な
の

で
、
地
方
部
の
田
舎
で
は
、
高
収
入
世
帯
に

な
る
の
で
す
。
そ
の
豊
か
な
経
済
力
を
、
子

供
た
ち
の
教
育
に
投
資
す
る
わ
け
で
す
。
自

分
は
な
れ
な
か
っ
た
大
卒
に
、
子
ど
も
た

ち
を
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。「
お
前
は
大
学

に
行
け
。
そ
し
て
公
務
員
に
な
り
な
さ
い
」。

そ
れ
が
親
の
さ
さ
や
か
な
願
い
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
団
塊
の
世
代
は
、
日
本
の
高
度
経

済
成
長
を
背
景
に
、
資
産
を
形
成
で
き
た
世

代
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
世
代
は
就
職
氷

河
期
で
就
職
で
き
な
く
て
、
ダ
メ
な
若
者
っ

て
言
わ
れ
た
世
代
で
す
。結
論
か
ら
言
う
と
、

僕
ら
の
同
級
生
、
財
産
を
作
れ
な
か
っ
た
人

い
ま
し
た
、
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
結
婚
で

図表１ アメリカにおける所得5分位毎の純家計資産
　　単位千ドル、2016年ドル平価
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き
な
い
人
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
今
日
の
講
演

の
最
後
で
も
う
一
度
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
計
資
産
だ
け
で
な
く
、「
親
よ
り
も
経

済
的
に
豊
か
に
な
る
子
ど
も
の
割
合
」
で
注

目
さ
れ
た
研
究
が
あ
り
ま
す
（Raj Chetty 

et. al 2016

）。
こ
の
研
究
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
イ
ン
ド
う
ま
れ
の
経
済
学
者
で
、

Ｕ
Ｃ
Ｂ
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
な
ど
の
大
学
教
員
を
歴
任
し
て
い
る
人

で
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
人
口
動
態
調

査
（Current Population Survey

）
を

は
じ
め
と
す
る
統
計
デ
ー
タ
か
ら
、「
親
よ

り
も
豊
か
に
な
る
子
ど
も
の
割
合
（Rates 

of absolute incom
e m

obility

）」
を
出

生
コ
ー
ホ
ー
ト
や
所
得
階
層
ご
と
に
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
毎
の
親
よ

り
も
豊
か
に
な
る
子
ど
も
の
割
合
（
平
均
）

を
み
る
と
、
１
９
４
０
年
出
生
コ
ー
ホ
ー

ト
（
１
９
７
０
年
に
30
歳
に
な
る
年
齢
グ

ル
ー
プ
）
は
、
90
％
を
超
え
る
確
率
で
、
親

よ
り
も
豊
か
に
な
っ
た
コ
ー
ホ
ー
ト
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
傾
向
的
に
低
下

し
、
１
９
６
４
年
コ
ー
ホ
ー
ト
（
１
９
９
４

年
に
30
歳
に
な
る
年
齢
グ
ル
ー
プ
）
い
っ

た
ん
上
昇
傾
向
と
な
る
も
、
１
９
７
１
年

コ
ー
ホ
ー
ト
か
ら
再
び
下
落
し
、
１
９
８
４

年
コ
ー
ホ
ー
ト
（
２
０
０
４
年
に
30
歳
と

な
る
年
齢
グ
ル
ー
プ
）
で
、
親
よ
り
も
豊
か

に
な
る
割
合
は
50
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
表
２
は
、
親
よ
り
も
豊
か
に
な
る
子

ど
も
の
割
合
を
所
得
階
層
毎
に
み
た
図
表

で
す
。
こ
の
図
表
に
よ
る
と
、
１
９
４
０

年
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
で
み
る
と
、
所
得
上

位
水
準
80
％
ま
で
親
よ
り
も
豊
か
に
な
る

子
ど
も
の
割
合
は
90
％
を
こ
え
て
い
ま
す
。

１
９
５
０
年
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
で
は
、
所

得
60
％
水
準
で
親
よ
り
も
豊
か
に
な
る
子

ど
も
の
割
合
は
約
80
％
弱
程
度
で
あ
り
、

１
９
６
０
年
・
７
０
年
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
に

お
い
て
所
得
60
％
水
準
で
約
60
％
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
出
生
コ
ー

ホ
ー
ト
で
み
る
と
、
所
得
60
％
水
準
で
約

40
％
強
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
年
数
が
た

つ
に
つ
れ
て
、
親
よ
り
も
豊
か
に
な
る
子
ど

も
の
割
合
は
低
下
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
州
毎
で
み
る
と
、
ミ
シ
ガ
ン
州

や
イ
リ
ノ
イ
州
の
よ
う
な
中
西
部
旧
工
業
地

帯
に
お
い
て
、
他
の
州
よ
り
も
、
親
よ
り
豊

か
に
な
る
子
ど
も
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
旧

工
業
地
帯
の
州
で
は
、
伝
統
的
に
製
造
業
を

基
盤
と
し
、
労
働
組
合
が
強
く
、
政
治
的
に

は
民
主
党
の
支
持
基
盤
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
州
は
、
製
造
業
の
衰
退
に
よ
る
経

済
力
の
低
下
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
の
大
統
領

選
挙
で
は
ト
ラ
ン
プ
が
ミ
シ
ガ
ン
州
を
獲
得

し
注
目
を
集
め
た
よ
う
に
、
経
済
力
の
低
下

に
よ
り
現
状
の
政
治
に
不
満
を
持
つ
人
々
が

増
加
し
、
こ
の
こ
と
が
ト
ラ
ン
プ
へ
の
支
持

に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
のChetty

達
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ

ン･

ド
リ
ー
ム
の
象
徴
で
あ
っ
た
「
親
よ
り

も
豊
か
に
な
る
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
考
え

方
に
反
省
を
迫
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、Chetty

達
の

研
究
は
、
親
よ
り
も
豊
か
に
な
る
子
ど
も
の

割
合
低
下
の
要
因
と
し
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
大
の

不
足
で
な
く
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
分
配
の
失
敗
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は

生
み
出
し
た
富
を
、
よ
り
豊
か
な
富
裕
層
に

重
点
的
に
分
配
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

中
間
層
や
低
所
得
層
が
豊
か
に
な
れ
ず
、
世

代
を
経
る
ご
と
に
ま
す
ま
す
成
長
か
ら
取
り

残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。Chetty

達
は
「
ア
メ
リ
カ
ン･

ド
リ
ー
ム
」
の
復
活

の
た
め
に
公
正
な
富
の
分
配
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。
非
常
に
興
味
深
い
研
究
で
す
ね
。

（
５
）
ア
メ
リ
カ
の
物
価
水
準
と
労
働
運
動

　

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃
金
や

物
価
の
ビ
デ
オ
を
見
よ
う
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
ビ
デ
オ
な
の
で
情
報
が
少
し

古
い
で
す
が
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
料
理

店
、
そ
ば
屋
さ
ん
の
映
像
で
す
ね
。
最
低
賃

金
15
ド
ル
（
２
，３
２
５
円
）
で
す
ね
。
ア

メ
リ
カ
は
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
営
業
も
再
開
し
た
と
き
で
物
価
の
上

昇
と
人
手
不
足
で
賃
金
も
高
騰
し
始
め
て
い

る
状
況
で
す
。皿
洗
い
が
時
給
40
ド
ル
（
６
，

２
０
０
円
）
と
か
、
50
ド
ル
（
７
，７
５
０

円
）
だ
そ
う
で
す
。
こ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か

け
そ
ば
１
杯
、
14
ド
ル
（
２
，１
７
０
円
）、

チ
ッ
プ
込
み
だ
と
19
ド
ル
（
２
，９
４
５
円
）

の
か
け
そ
ば
を「
ふ
つ
う
の
ね
だ
ん
」と
い
っ

て
た
べ
て
い
ま
す
。
今
、
京
都
に
外
国
か
ら

観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
観
光
公
害
だ
と
、
テ

レ
ビ
が
報
じ
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
に
と
っ

て
日
本
は
物
価
の
安
い
国
で
す
よ
ね
。
こ
の

映
像
を
見
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

物
価
も
上
が
る
が
、
最
低
賃
金
を
上
げ
な

が
ら
給
料
も
上
げ
て
い
っ
た
国
と
、
そ
う
で

な
い
日
本
。「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
も
言
わ

図表 アメリカにおける所得 分位毎の純家計資産 単位千ドル、 年ドル平価

出所：

図表 出生コーホート毎・所得階層ごとの親の所得を超える子どもたちの割合

出所：

図表２　親よりも豊かになる子どもの割合
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れ
ま
す
が
、
給
料
の
上
昇
を
抑
え
た
日
本
が

ど
う
な
っ
た
の
か
、
非
常
に
深
刻
な
問
題
に

現
在
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
賃
金
上
昇
の
背
景
と

し
て
、
労
働
運
動
の
力
を
指
摘
で
き
ま
す
。

私
が
留
学
し
ま
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
リ
ー
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
最
低
賃
金

研
究
、
労
働
運
動
研
究
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
り

ま
し
た
し
、
む
し
ろ
皆
さ
ん
に
は
、
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
、
ヒ
ッ
ピ
ー
の
メ
ッ
カ
が
Ｕ
Ｃ

Ｂ
で
す
、
と
言
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
で

す
か
ね
。

　

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃
金
上
昇
運
動

「
Ｆ
Ｆ
＄
15
（
最
賃
15
ド
ル
目
指
す
運
動
）」

と
い
う
の
で
す
が
、
そ
の
様
子
を
写
真
と
映

像
で
見
て
い
ま
し
ょ
う
。
場
所
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
わ
か
り
や
す
く

言
う
と
、
野
球
が
好
き
な
人
だ
と
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
の
地
元
で
す
ね
。

そ
こ
で
行
わ
れ
た
最
賃
15
ド
ル
の
集
会
の

様
子
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
っ
て
い
う
の
は
、
国
際
サ
ー
ビ

ス
労
働
組
合
で
す
ね
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の

時
の
ア
メ
リ
カ
労
働
庁
長
官
の
マ
イ
ケ
ル
・

ラ
イ
シ
ュ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｃ
Ｂ
の

教
授
職
に
あ
る
人
で
す
ね
。
そ
し
て
、
最
後

は
参
加
者
の
多
く
が
営
業
時
間
中
の
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
に
突
入
し
て
、
営
業
を
妨
害
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。
時
間
で
10
分
ぐ
ら
い
で
す

ね
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
ク
ル
ー
も
い
ま
す
。

こ
の
様
子
を
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
に
流
し
て

も
ら
う
た
め
で
す
ね
。
日
本
で
は
、
反
原
発

運
動
の
運
動
ス
タ
イ
ル
に
近
い
で
す
ね
。
こ

れ
を
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
運
動
的
労
働
運

動
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
最
低
賃
金
上
昇
を
引
っ
張
っ

て
き
た
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
都
市
最
低
賃

金
で
す
。
こ
の
都
市
最
低
賃
金
を
上
げ
る
の

は
、
住
民
投
票
の
条
例
を
作
っ
て
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
条
例
を
成

立
さ
せ
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
よ
う
な
運
動
の
あ
り
方
、
住
民
投
票
に

向
け
て
の
宣
伝
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
の
場
と

し
て
、
こ
の
よ
う
「
祝
祭
的
な
」
運
動
が
展

開
し
て
い
ま
す
。

（
６
）
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
と
日
本
社
会
の
こ
れ
か
ら

　

２
０
０
６
年
に
発
表
さ
れ
た
『
平
成
18
年

度 

年
次
経
済
財
政
報
告
』
は
債
務
の
過
剰
、

設
備
の
過
剰
、雇
用
の
過
剰
、い
わ
ゆ
る
「
３

つ
の
過
剰
」
を
指
摘
し
、
新
自
由
主
義
的
経

済
改
革
の
推
進
・
維
持
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
い
わ
ゆ
る｢

イ
ザ
ナ
ギ
越
え｣
と

呼
ば
れ
る
景
気
の
回
復
の
一
方
、
ワ
ー
キ
ン

グ
・
プ
ア
な
ど
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
若

者
の
問
題
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。「
賃
金
を

上
げ
て
も
イ
ン
フ
レ
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
無

意
味
」
と
か
、「
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力

強
化
の
た
め
に
は
賃
上
げ
は
マ
イ
ナ
ス
」
な

ど
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

賃
金
制
度
を
み
る
と
、
成
果
主
義
が
盛
ん

に
喧
伝
さ
れ
た
と
き
で
す
。「
が
ん
ば
っ
た

者
が
報
わ
れ
る
日
本
社
会
に
、
が
ん
ば
ら
な

い
者
が
落
ち
る
の
は
し
ょ
う
が
な
い
」
と
言

わ
れ
た
と
き
で
す
ね
。
こ
の
成
果
主
義
も
ほ

と
ん
ど
の
企
業
は
撤
回
し
て
、
現
在
は
役
割

給
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、

今
か
ら
20
年
前
に
も
っ
と
マ
シ
な
改
革
を

し
て
い
た
ら
、
今
の
日
本
は
全
く
違
う
姿
に

な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
格
差

社
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
、
成
果
主
義
な

ど
の
拡
張
に
労
働
組
合
が
も
っ
と
抵
抗
し
て

い
た
ら
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
大
阪
経
済
大
学
教
職
員
組
合
の
執

行
委
員
長
で
す
か
ら
、
私
も
含
め
て
、
労
働

組
合
に
そ
の
責
任
の
一
端
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
実
質
賃
金
の
継
続
的

低
下
、
円
安
の
進
行
、
そ
し
て
合
計
特
殊
出

生
率
の
低
下
、
少
子
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
出
生
数
は
１
９
７
３
年

の
２
０
９
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０
１
６

年
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
と
２
０
２
３
年
は
70
万
人
台

と
な
り
、
な
ん
と
２
０
２
４
年
は
60
万
人
台

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
大
学
の
将
来
は
厳
し
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
大
学
ば
か
り
で
な
く
日
本
社

会
の
将
来
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後

日
本
社
会
で
は
、
人
口
が
増
え
る
こ
と
な
ん

て
お
そ
ら
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
社
会

を
維
持
す
る
た
め
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
ど
こ
か

ら
調
達
す
る
の
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
円
安
で

す
。
こ
れ
ま
で
私
達
が
思
い
描
い
て
い
た
、

前
提
に
し
た
日
本
社
会
像
は
修
正
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
か
、

２
０
２
３
年
２
月
１
日
に
放
映
さ
れ
た
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
“
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
か
ら

海
外
出
稼
ぎ
へ
”
で
す
。

　

こ
の
番
組
は
、
日
本
で
小
学
校
教
員
、
看

護
師
、介
護
士
で
働
い
て
い
た
若
者
た
ち
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
業
労
働
者
に
な
っ
て

働
き
に
行
く
と
い
う
番
組
で
す
。一
般
的
に
、

農
業
労
働
者
は
労
働
市
場
の
中
で
最
下
層
の

職
種
を
形
成
し
ま
す
。
特
別
な
技
能
、
語
学

力
な
ど
必
要
し
な
い
の
で
、
誰
で
も
が
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
労
働
市
場
に
お

い
て
、
小
学
校
教
員
や
看
護
師
と
い
う
の
は

重
労
働
で
あ
り
ま
す
が
高
賃
金
職
で
す
。
そ

の
上
位
職
種
か
ら
海
外
の
下
位
職
種
に
労
働

移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

日
本
で
働
く
よ
り
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

農
業
労
働
者
を
し
た
方
が
い
い
給
料
を
稼
げ

る
の
で
す
。全
く
ビ
ッ
ク
リ
す
る
事
態
で
す
。

　

か
つ
て
の
日
本
は
経
済
大
国
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
今
も
経
済
大
国
な
の
で
す
が
、
か
つ

て
と
比
べ
る
と
、
円
の
購
買
力
は
非
常
に
低

下
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
少
子
化
は
今
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
以

前
か
ら
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
政
府
の

将
来
的
な
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
外

国
人
労
働
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
２
０
１
９
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
特
定
技
能
１
号
と
２
号
で
す
。
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本
格
的
な
移
民
社
会
へ
繋
が
る
改
革
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
急
速
な
円
安
は
、
か
つ

て
の
よ
う
に
外
国
人
労
働
者
を
日
本
に
惹
き

つ
け
る
条
件
を
失
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

次
の
図
表
３
は
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
で
す
。
こ
れ
を
見
た
だ

け
で
も
日
本
の
経
済
力
の
凋
落
が
分
か
り
ま

す
。
今
か
ら
20
年
前
、
ま
だ
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

と
よ
ば
れ
る
私
達
の
同
世
代
が
30
台
前
半

の
時
に
、
も
っ
と
マ
シ
な
政
策
を
し
て
い
た

ら
、
日
本
社
会
の
人
口
問
題
な
ど
、
ま
だ
可

能
性
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
も
う

手
遅
れ
で
す
。

　

と
ど
め
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
す
。
こ
れ
だ

け
財
政
赤
字
が
増
え
て
し
ま
う
と
、
公
定
歩

合
上
げ
ら
れ
な
い
。
金
利
引
き
上
げ
ら
れ
な

い
。
金
利
を
引
き
上
げ
た
ら
、
財
政
赤
字
を

返
済
す
る
た
め
に
、
赤
字
国
債
を
発
行
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
財

政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
ま
さ
に
、モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
そ
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
ツ
ケ
を
今
後
わ

れ
わ
れ
が
払
っ
て
い
か
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
に
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
を
問
う

と
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ
を
載
せ
た
ら
い
い
」

と
答
え
ま
す
。
確
か
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の

技
術
は
す
ご
い
で
す
ね
。
今
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
バ
ッ
ク
宙
を
す
る
ぐ
ら
い
で
す
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
高
性
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
価
格

は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
か
、
と
い
う
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
経
済
学
の
初
歩
的
な
問

題
で
す
。
１
億
円
の
ロ
ボ
ッ
ト
、
５
年
で
減

価
償
却
す
る
と
１
年
当
た
り
２
０
０
０
万
円

で
す
。
２
０
０
０
万
円
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
、
介

護
労
働
を
さ
せ
る
の
か
、と
い
う
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
社

会
の
将
来
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
あ

り
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
、
自
分
の
子
ど
も
を

ど
う
育
て
た
ら
い
い
の
か
こ
ま
っ
て
い
ま

す
。
知
り
合
い
の
大
学
教
授
は
ア
メ
リ
カ
の

大
学
に
子
ど
も
を
進
学
さ
せ
よ
う
と
、
子
ど

も
を
年
少
期
か
ら
英
語
教
育
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、子
ど
も
は｢

漢
字
が
分
か
ら
な
い
、

勉
強
が
楽
し
く
な
い｣

と
言
い
だ
し
て
、
結

局
英
語
の
早
期
教
育
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

え
ら
そ
う
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
私
達
も
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
、途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
社
会
の
今
後
を
よ
り
よ

い
社
会
に
す
る
た
め
の
キ
イ
ワ
ー
ド
が
最
低

賃
金
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
最
低
賃
金
時
給

１
５
０
０
円
で
、
月
１
６
０
時
間
労
働
、
年

収
約
２
９
０
万
円
、
ふ
た
り
で
世
帯
形
成
し

て
、
世
帯
年
収
５
８
０
万
円
を
め
ざ
す
。
な

る
べ
く
高
齢
者
に
な
っ
て
も
働
い
て
家
計
を

維
持
し
、
こ
れ
に
社
会
保
障
を
組
み
合
わ
せ

て
、
安
定
し
た
生
活
を
め
ざ
す
。
世
帯
年
収

５
８
０
万
円
な
ら
ば
、子
ど
も
も
も
て
ま
す
。

こ
れ
で
今
後
の
こ
ん
な
な
日
本
社
会
を
少
し

で
も
安
定
的
な
社
会
と
し
て
生
活
す
る
。
こ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

最
低
賃
金
の
上
昇
は
、
こ
の
間
、
安
倍
政

権
を
は
じ
め
と
す
る
政
権
の
意
向
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
政
治
の

理
解
に
よ
っ
て
最
低
賃
金
が
上
昇
す
る
の
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
、時
給
１
５
０
０
円
を
目
指
す
う
え
で
は
、

労
働
者
自
身
の
「
主
体
的
な
取
り
組
み
」
が

肝
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
労
働
組
合
運
動

を
通
し
て
の
最
低
賃
金
上
昇
運
動
の
組
織
化

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
最

低
賃
金
近
辺
の
労
働
者
は
正
規
労
働
者
で
な

く
、
非
正
規
労
働
者
で
す
。
非
正
規
労
働
者

の
組
合
組
織
率
は
低
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
組

織
化
の
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
こ
な
か
っ
た
新
た

な
対
象
に
、
組
織
化
を
広
げ
る
新
た
な
連
帯

の
論
理
に
最
低
賃
金
序
章
運
動
は
な
り
え
ま

図表 日本・アメリカ・中国のＧＤＰの推移

出所：

図表3　日本・アメリカ・中国のＧＤＰの推移

出所：https://ecodb.net/exec/trans_country.php?d=NGDPD&c1=JP&c2=US&c3=CN#google_vignette

す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
下
げ
止
ま
ら
な
い
労

働
組
合
組
織
率
向
上
の
大
き
な
き
っ
か
け
を

労
働
組
合
は
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
労
働
組
合
が
最
低
賃
金
向
上

の
た
め
に
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
私
の
話
を
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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質問１　今回の企画を、どこでお知りになりましたか？
　　　　①機関誌「あったか情報」�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２２名）
　　　　②知人の紹介� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１名）
　　　　③あったかサポートＨＰ�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　④その他� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）

質問２　どのような動機で本講演会に参加されましたか？（複数回答）
　　　　①講演会のテーマに興味があるから�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１９名）
　　　　②自分の立場や業務の参考になると思ったから� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（７名）
　　　　③テーマについてもっと深く勉強したいと思ったから�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）
　　　　④伊藤さんの講演だから� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１名）
　　　　⑤その他� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）

質問３　講演会に参加されてのご感想ご意見をお聞かせ下さい。（複数回答）
　　　　①理解が深まり有益だった�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１８名）
　　　　②期待していた通りの内容であった� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（４名）
　　　　③お話の内容が難しかった、理解できなかった� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１名）
　　　　④期待していた内容と違った�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑤その他ご感想ご意見あれば記入願います。�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（６名）
　　　　　 ・質疑応答が有意義でした。ありがとうございました。
　　　　　 ・話の内容が興味深く引き寄せられた。
　　　　　 ・�零細企業の最低賃金引き上げは何をどうすれば実現できるのか？零細企業のオーナーは

どんなサポートがあれば倒産せずに賃金が上げられるか？
　　　　　 ・�調達費用や光熱費が十分に価格転嫁できない今の状況で最低賃金を（大幅に）上げてい

くことは現実的には難しいとおもいます。が、実現できるためには、まずどこから手を
つけたらよいのか。「政労使」の真摯な議論を期待するところです。

　　　　　 ・�2021年ノーベル経済学賞の持つ意味について、分かりやすく要点を聞くことができて
勉強になりました。

　　　　　 ・�諦めず、この国が良くなっていくには、どうしたら良いのか真剣に考えなければならい
と思います。今まで通りではダメで、どうしたら改善していけるのか、若い人、新しい
アイデアが必要だと思います。

質問４　認定ＮＰＯ法人あったかサポートの活動について、ご自身のお立場を教えてください。
　　　　①正会員である�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１９名）
　　　　②賛助会員である� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）
　　　　③協力会員である� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）
　　　　④以前に会員だったことがある�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑤名前は聞いたことがあるがどのような団体かよく知らない�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑥今後もっと関わっていきたい� ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）

質問５　�今後、当法人に期待すること、当法人で企画してほしい内容、当法人の活動等についての�
ご意見をご自由にお聞かせ願います。

　　　　・�「あったかサポート」まだまだ継続。期待しています。

2024年６月15日　NPO法人あったかサポート第19回総会記念講演

『「安いニッポン」と最低賃金制度の役割』
ー最低賃金15ドルのアメリカとの比較の中でー

参加者アンケート結果
（参加者39名中23名の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。）
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最
近
、
川
本
三
郎
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
い

る
。
文
学
、映
画
、東
京
を
柱
に
し
た
も
の
で
、

肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
読
め
る
の
が
い
い
。
下
町

の
風
情
が
お
好
き
な
よ
う
で
、
永
井
荷
風
の

『
墨
東
綺
譚
』
が
よ
く
出
て
く
る
の
も
い
い
。

　

こ
の
人
に
よ
れ
ば
、
随
筆
は
の
ん
び
り
し

て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
い
い
と
い
う
。
天
下
国

家
を
論
じ
た
り
せ
ず
、
流
行
を
追
う
こ
と
も

し
な
い
。
大
仰
に
自
分
を
主
張
す
る
こ
と
な

く
他
者
を
難
じ
た
り
も
し
な
い
。
し
か
し
ど

れ
ほ
ど
の
本
を
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
、
触

れ
る
題
材
は
広
く
深
く
、
と
き
に
鋭
い
。

　

夜
中
に
起
き
出
し
、
ち
び
ち
び
飲
り
な

が
ら
読
ん
で
い
た
ら
、「
文
章
の
良
さ
と
は
」

と
い
う
章
で
こ
ん
な
一
文
に
出
く
わ
し
た
。

1　

自
分
に
し
か
書
け
な
い
こ
と
を

2　

だ
れ
が
読
ん
で
も
わ
か
る
よ
う
に
書
く

　

今
か
ら
38
年
前
の
『
高
校
生
の
た
め
の
文

章
読
本
』に
あ
る
良
い
文
章
の
定
義
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
は
難
し
い
。
オ
レ
に
し
か
書
け
な
い

こ
と
を
、
君
が
読
ん
で
わ
か
る
よ
う
に
。
高

校
生
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
、
こ
こ
１
―

２
年

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も
（
18
）

　

曲
が
っ
た
木
の
よ
う
に
生
き
る

　
　
　
─
─
と
り
と
め
の
な
い
話　
　

�

柏
　
倉
　
　
裕

の
近
況
を
書
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

△

　

お
と
と
し
（
２
０
２
２
年
）
の
７
月
、
オ

レ
が
身
を
置
い
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
た
。

メ
イ
ン
の
業
務
は
高
強
度
鉄
筋
の
加
工
で
、

大
手
電
炉
メ
ー
カ
ー
Ｔ
社
の
１
０
０
％
下
請

け
。
受
託
・
加
工
し
た
製
品
を
主
に
首
都
圏

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
現
場
に
搬
入
す

る
仕
事
だ
っ
た
。

　

そ
の
年
の
春
、
突
然
Ｔ
社
の
加
工
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
「
製
造
契
約
を
解
消
し
た
い
」

と
の
通
告
を
受
け
た
。下
請
け
切
り
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
工
場
の
機
械
、
規
格
、
工
程
の
す

べ
て
を
Ｔ
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
進
め

て
き
た
の
で
、
他
の
仕
事
を
開
拓
す
る
選
択

も
方
法
も
資
金
も
な
く
、
倒
産
の
や
む
な
き

に
至
っ
た
。
オ
レ
が
中
学
生
に
な
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
、
材
木
屋
だ
っ
た
親
父

が
創
業
し
た
会
社
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

△

　

兄
の
社
長
は
自
己
破
産
。
連
帯
保
証
人
の

伯
父
（
前
社
長
）
は
担
保
の
土
地
を
手
放
し

た
。破
産
手
続
き
は
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
雇
用
の
維
持
と
銀
行
か
ら
の
借
入

金
の
利
息
の
返
済
だ
け
で
続
け
て
き
た
よ
う

な
も
の
。
現
実
は
厳
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ

で
肩
の
荷
が
下
り
た
と
い
う
の
が
率
直
な
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
決
し
て
十
分
な
額
で
は
な
い

が
、
従
業
員
へ
の
退
職
金
は
支
払
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

△

　

弟
の
オ
レ
は
、
会
社
の
資
産
だ
っ
た
メ
グ

ス
リ
ノ
キ
（
約
５
０
０
０
本
）
と
関
連
資
材

を
破
産
管
財
人
（
弁
護
士
）
か
ら
ン
百
万
円

で
買
い
取
り
（
営
業
譲
渡
契
約
）、
一
人
株

主
の
新
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
長

年
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
お
茶
を
愛
用
し
て
く
れ

た
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
や
、
原
料
を
使
っ
て

く
れ
た
メ
ー
カ
ー
に
「
倒
産
し
ま
し
た
。
す

み
ま
せ
ん
」で
は
通
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

新
し
い
会
社
は
オ
レ
と
兄
、
そ
れ
に
30
年

近
く
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
仕
事
を
一
緒
に
や
っ

て
く
れ
た
お
春
さ
ん
の
3
人
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
だ
ら
け
だ
っ

た
が
、
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
を
必
要
と
し
て
く
れ

る
人
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
健
在
で
、
初
年

度
は
黒
字
。
ン
10
万
の
税
金
を
払
う
羽
目
に

な
っ
た
。
幸
運
だ
っ
た
と
思
う
。

　

枝
を
切
り
、
葉
を
も
い
で
乾
燥
さ
せ
、
お

茶
の
原
料
に
す
る
。
幼
い
苗
木
に
肥
料
を
や

り
、
天
敵
の
虫
を
や
っ
つ
け
、
風
に
そ
よ
ぐ

新
芽
を
眺
め
て
、
こ
の
夏
も
頑
張
っ
て
み
る

か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　

△

　

Ｍ
へ
。
オ
レ
に
し
か
書
け
な
い
こ
と
を
書

い
た
。
君
は
わ
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

長
田
弘
の
詩
か
ら
引
こ
う
。

　

人
生
は
長
い
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

　

間
違
っ
て
い
た　

お
ど
ろ
く
ほ
ど
短
か
っ
た

　

な
せ
ば
な
る
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

　

�

間
違
っ
て
い
た　

な
し
と
げ
た
も
の
な
ん

か
な
い

　
　

…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…
…

　

�

ま
っ
す
ぐ
に
生
き
る
べ
き
だ
と
、
思
っ
て

い
た

　

�

間
違
っ
て
い
た　

ひ
と
は
曲
が
っ
た
木
の

よ
う
に
生
き
る

�

（
イ
ツ
カ
、
向
コ
ウ
デ
）

曲がって育ったメグスリノキ（柏倉農園で）



��

　
　
　

　
　
　

あったか情報

13

　

風
蘭
に
隠
れ
し
風
の

　
　
　

見
え
に
け
り 

�
後
藤
比
奈
夫

　

七
月
に
か
け
て
三
か
月
ぶ
り
に
福
岡
の

実
家
に
帰
省
し
た
。
八
十
才
を
越
す
姉
が

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
百
年
を
経
た

庭
の
苔
む
し
た
庭
石
に
、
白
く
細
い
糸
を

束
ね
た
よ
う
な
花
の
群
れ
を
見
つ
け
た
。

「
風
蘭
」
と
知
っ
た
。
初
夏
の
風
に
揺
れ
も

せ
ず
ひ
っ
そ
り
と
根
を
張
り
、
咲
く
さ
ま

は
、
そ
の
花
の
名
に
負
う
風
を
秘
め
て
い

る
風
情
。
老
い
た
姉
妹
に
一
期
一
会
の
別

れ
が
た
い
余
韻
を
残
す
ば
か
り
。

　

夏
の
白
い
花
と
い
え
ば
夏
椿
。
別
の
名

を
沙
羅
樹
、
ま
た
は
沙
羅
双
樹
と
呼
ば
れ
、

寺
院
な
ど
で
丈
の
高
い
木
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

花
は
開
花
後
一
日
で
落
ち
る
こ
と
か
ら
、

諸
行
無
常
を
し
の
ば
せ
る
花
と
し
て
愛
で

る
人
も
多
い
と
か
。

　

沙
羅
の
花　

捨
身
の
落
花

　
　
　

惜
し
み
な
し

�

石
田
波
郷

　

一
日
で
ポ
ト
リ
と
落
ち
る
花
、
そ
れ
を
惜

し
み
な
し
、
と
言
い
き
る
。「
捨
て
身
」
と
い

う
言
葉
に
も
わ
が
生
へ
の
哀
切
で
強
靭
な
覚

悟
が
み
え
よ
う
か
。

　

山
蟻
の
あ
か
ら
さ
ま
な
り

　
　
　

白
牡
丹

�

与
謝
蕪
村

　

白
く
や
わ
ら
か
に
重
な
る
大
ぶ
り
の
花
び

ら
、
そ
こ
に
黒
い
蟻
が
群
が
っ
て
い
る
の
を

見
て
、
そ
の
対
比
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
な
ん

と
遠
慮
の
な
い
こ
と
よ
、
と
。
こ
ん
な
生
き

も
の
た
ち
の
摂
理
も
歌
に
詠
む
鋭
い
ま
な
ざ

し
。

　

白
く
も
の　

う
つ
る
と
こ
ろ
に
小
波
の

　
　
　

う
ご
き
初
め
た
る

　
　
　
　
　

朝
の
み
づ
う
み

�

与
謝
野
晶
子

　

晶
子
ら
し
く
繊
細
だ
が
大
き
な
風
景
を
読

み
込
ん
だ
歌
。
情
念
を
離
れ
、
淡
々
と
湖
面

に
映
る
白
い
雲
を
詠
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

朝
の
心
に
動
き
初
め
る
も
の
は
何
か
。

―
夏
の
白
き
と
―

　

夏
嵐　

机
上
の
白
紙　

　
　
　

飛
び
尽
く
す

�

正
岡
子
規

　

病
み
が
ち
だ
っ
た
子
規
の
部
屋
、
片
隅

の
机
に
は
た
く
さ
ん
の
書
物
や
、
あ
る
い

は
書
き
置
い
た
紙
の
山
が
あ
っ
た
か
も
知

れ
ぬ
。
そ
れ
が
一
瞬
の
風
に
飛
び
尽
く
す
、

と
な
れ
ば
一
大
事
。
彼
の
境
遇
を
思
う
と

部
屋
中
の
白
紙
を
呆
然
と
眺
め
つ
つ
も
興

を
覚
え
た
か
。

　

万
緑
の
中
や　

吾
子
の
歯

　
　
　

生
え
初
む
る

�

中
村
草
田
男

　

乳
歯
は
生
ま
れ
て
六
ケ
月
ほ
ど
で
生
え

始
め
る
と
い
う
が
、
そ
の
小
さ
な
成
長
を

見
つ
け
た
親
の
心
、
そ
れ
を
勢
い
盛
ん
な

緑
の
な
か
に
置
い
て
み
る
…
こ
ん
な
愛
ら

し
い
夏
の
白
も
あ
る
と
。

　

逢
い
に
行
く　

開
襟
の
背
に

　
　
　

風
溜
め
て

�
 

草
間
時
彦

　

開
襟
シ
ャ
ツ
は
白
だ
ろ
う
。
会
社
員
風

の
若
者
が
急
ぎ
足
で
過
ぎ
る
。

　

前
を
見
て
ひ
た
す
ら
に
。
待
つ
人
が
い

て
、
逢
い
に
行
く
心
の
傾
き
が
、
背
中
に

（夏）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
　
都

風
を
溜
め
る
ほ
ど
に
。

　

そ
ん
な
一
途
な
思
い
を
開
襟
シ
ャ
ツ
に

託
し
た
巧
み
な
歌
だ
。

　

散
れ
ば
咲
き

　
　
　

散
れ
ば
咲
き
し
て　

百
日
紅

�

加
賀
千
代
女

　

百
日
紅
―
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
。

　

焼
け
つ
く
よ
う
な
陽
ざ
し
の
続
く
夏
の

あ
い
だ
、
名
前
通
り
に
百
日
は
咲
い
て
い

る
と
。
風
に
花
の
房
を
揺
ら
し
な
が
ら
、

散
ら
す
花
び
ら
と
咲
く
花
と
が
い
つ
も
同

じ
だ
。「
不
変
」
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、

奇
特
な
花
で
は
あ
る
。

　

近
代
俳
句
の
雄
は
花
鳥
風
月
に
収
ま
ら

な
い
。
紫
陽
花
の
色
の
変
化
を
人
の
心
の

綾
に
掛
け
て
、
こ
の
よ
う
な
謎
を
か
け
て

く
る
。

　

紫
陽
花
や　

昨
日
の
誠

　
　
　

今
日
の
嘘 

�

正
岡
子
規

　

昨
日
の
誠
も
今
日
の
嘘
も
、
紫
陽
花
に

託
し
て
さ
ら
り
と
生
き
の
び
る
。
歌
に
共

感
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
我
な
が
ら
恐
ろ
し
く

も
あ
る
。
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研
究
対
象
外
だ
っ
た女

性
の
格
差

　
「
つ
い
に
」
と
い
う
べ
き
か
、「
よ
う
や
く
」

と
い
う
べ
き
か
、
女
性
の
階
級
に
つ
い
て
の

本
が
出
た
。
上
野
千
鶴
子
氏
は
、Ｘ
で
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
無
視
し
て
き
た
階
層
論
者
の
中
か

ら
『
女
性
の
階
級
』（
橋
本
健
二
）
が
登
場
し

た
。」
と
発
言
し
て
い
る
。

　

著
者
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
「
社
会
階
層
と
社

会
移
動
に
関
す
る
全
国
調
査
」と
、「
二
〇
二
二

年
大
都
市
圏
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

階
級
構
造
を
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
の
Ｓ
Ｓ

Ｍ
調
査
も
、
一
九
七
五
年
ま
で
は
男
性
限
定

の
調
査
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
ひ
ど
い
話
だ
。

　

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
の
格
差
が
研
究

対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
は
、「
女
性

は
社
会
的
に
重
要
な
存
在
で
な
い
」
と
す
る

女
性
差
別
と
、
階
層
構
造
は
世
帯
主
（
多
く

は
男
性
）
を
調
査
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
「
非

科
学
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
」
だ
と
、

明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

 

な
ぜ
、
男
女
の
賃
金
格
差
は

か
く
も
大
き
い
の
か

　

著
書
に
よ
る
と
、
男
女
の
賃
金
格
差
は
、

戦
後
七
十
年
に
わ
た
り
一
貫
し
て
、
企
業
規

模
別
賃
金
格
差
や
産
業
別
賃
金
格
差
よ
り
大

き
か
っ
た
。
二
〇
一
五
年
時
点
で
も
、
男
性

の
年
収
は
女
性
の
二・
六
三
倍
に
達
し
て
い

る
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
男
女
の
格

差
が
大
き
い
の
か
。

　

著
者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
基
に
、
そ
の
理
由
を

解
き
明
か
し
て
い
る
。
家
族
内
で
、
労
働
力

の
再
生
産
を
女
性
の
無
償
労
働
に
担
わ
せ
る

家
父
長
制
は
、
企
業
組
織
に
お
い
て
も
浸
透

し
、「
男
性
雇
用
主
と
男
性
上
司
に
よ
る
女
性

労
働
者
階
級
の
支
配
と
い
う
性
格
を
強
め
」

て
い
る
。
労
働
力
の
再
生
産
労
働
の
負
担
は
、

女
性
の
社
会
進
出
の
制
約
と
な
っ
て
、
非
正

規
労
働
者
な
ど
下
層
労
働
へ
追
い
や
る
と
と

も
に
、
正
社
員
で
あ
っ
て
も
、
企
業
の
家
父

長
的
な
構
造
に
よ
り
、
女
性
は
女
性
向
き
の

低
い
地
位
へ
留
め
置
か
れ
る
。
こ
う
し
た
家

父
長
制
と
資
本
主
義
の
複
合
的
な
経
済
構
造

―
「
家
父
長
制
資
本
主
義
」
こ
そ
が
、
男
女

の
賃
金
格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
と
。

 

女
性
の
階
級
は
、
複
雑
・
多
岐

　

著
書
で
は
、
女
性
の
階
級
は
男
性
よ
り
複

雑
で
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ

て
い
る
。

　

男
性
の
階
級
は
、
本
人
の
職
業
や
経
済
的

地
位
に
よ
り
、
主
に
五
つ
の
階
級
―
資
本
家
階

級
、
労
働
者
階
級
、
旧
中
間
階
級
（
自
営
業

者
な
ど
）、
新
中
間
階
級
（
管
理
職
や
専
門
職

の
労
働
者
層
）、
非
正
規
労
働
者
階
級
に
区
分

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
女
性
に
関
し
て
は
、
本

人
の
職
業
の
有
無
や
職
業
状
況
以
外
に
、
配
偶

者
が
い
る
か
い
な
い
か
、
そ
の
配
偶
者
が
ど
の

階
級
に
所
属
し
て
い
る
か
で
世
帯
収
入
が
異
な

り
生
活
意
識
も
違
っ
て
い
る
。
配
偶
者
の
状
況

も
考
慮
に
入
れ
て
女
性
の
階
級
区
分
を
行
な

う
と
い
う
の
が
、こ
の
著
書
の
大
き
な
特
長
だ
。

 
二
〇
の
グ
ル
ー
プ
を
分
析

  
ま
ず
、
女
性
本
人
の
状
況
か
ら
前
記
五
つ
の

階
級
の
他
に
無
職
を
加
え
て
、
六
つ
に
区
分
し

た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
配
偶
者
の
状
況
―
四
つ

の
階
級
（
非
正
規
労
働
者
の
男
性
は
未
婚
が

多
い
た
め
労
働
者
階
級
に
含
め
る
）+

配
偶
者

が
い
な
い
の
合
計
五
つ
の
通
り
が
あ
り
、
な
ん

私
の
読
書
館

図
書
紹
介
と
私
の
所
感

（
司
法
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）
喜
多　

和
美

『
女
性
の
階
級
』

『
女
性
の
階
級
』

（
橋
本
健
二
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

（
橋
本
健
二
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

と
六
×
五
の
三
〇
グ
ル
ー
プ
に
区
分
け
し
た
。

　

次
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
デ
ー
タ
（
二
〇
一
五
年
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
数
を
割
り
出

し
て
精
査
。
そ
の
う
ち
一
三
グ
ル
ー
プ
は
、

数
が
少
な
く
て
分
析
が
困
難
だ
と
し
て
除
外

し
、
他
方
、
配
偶
者
の
い
な
い
新
中
間
階
級
、

労
働
者
階
級
、
非
正
規
労
働
者
階
級
は
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
そ
れ
以
外
と
で
は
生
活
状

況
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
。
最
終

的
に
、
例
え
ば
、「
専
業
主
婦
―
資
本
家
階

級
（
夫
）」、「
正
規
労
働
者
階
級
―
新
中
間
階

級
（
夫
）」、「
非
正
規
労
働
者
階
級
・
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
」
等
と
い
っ
た
二
〇
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
た
。

　

著
書
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
経

済
状
態
や
仕
事
の
満
足
度
、
健
康
状
態
だ
け

で
な
く
、
社
会
的
・
文
化
的
活
動
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
意
識
・
子
供
に
関
す
る
意
識
、
政
治
意

識
の
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
各
階
級
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
び
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
だ
。　

　

し
か
も
女
性
た
ち
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

通
じ
て
ず
っ
と
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
留
ま
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。「
結
婚
と
離
死
別
を
境

に
、
彼
女
た
ち
が
階
級
構
造
の
な
か
に
占
め

る
位
置
は
、大
き
く
変
わ
る
」
と
い
う
。
特
に
、

配
偶
者
と
の
離
死
別
を
機
に
、
非
正
規
労
働

者
階
級
へ
と
転
落
す
る
女
性
が
多
い
の
は
、
重

大
な
問
題
だ
。
こ
の
本
は
、
女
性
た
ち
の
階

級
構
造
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

深
刻
な
男
女
格
差
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。
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第１回 �　10月２日（水）18：30～20：30
●テーマ：障害者の雇用の現状と就労支援の課題
●講　師：田中 公朗（社会保険労務士）
●概　要：�障害者の自立と社会参加を推進するには、企業による雇用や地域における支援を進

めることが重要です。障害者雇用促進法では、一定の人数の障害者を雇い入れるこ
とが事業主に義務づけられていますが、法定雇用率（2.3%、令和５年度）達成して
いる民間企業は半数程度です。障害者の雇用機会を拡大するにはどのような対策が
求められるのでしょうか。また、雇用と福祉の連携による、住まいや就業場所の確
保など、地域における支援はどうあるべきなのでしょうか。障害者雇用の現状と就
労支援制度の課題について考えます。

第２回 　10月９日（水）18：30～20：30
●テーマ：「人への投資」と「リ・スキリング」による労働者の能力向上
●講　師：山﨑由紀（社会保険労務士）
●概　要：�概要日本企業の人材投資（OJT以外）は、欧米各国などに比べて低い水準になっ

ています。勤務年数が長くなれば経験、知識、技術が蓄積されるという考え方のも
とでは、企業による教育訓練、労働者の自己啓発は十分だったとはいえません。し
かし、DX（デジタル化）の進展などにより労働需要は変化しており、全世代にお
いてリ・スキニング（学び直し）による能力の向上が必要になってきています。企
業による人への投資、公的支援の拡充が予定されているリ・スキニングについて学
びます。

第３回 　10月16日（水）18：30～20：30
●テーマ：社内外の労働移動に対する労働組合の役割
●講　師：三吉勉（同志社大学助教）
●テーマ：�労働組合（企業別組合）が自組織内の労働移動に対してどのような役割を果た

しているのかを、事例を中心として、２つの観点から明らかにします。①企業
内の組織再編や企業をまたがる事業再編・会社分割・M ＆ A などといった施
策に対して、組合員の雇用をどう守るか。②個人単位の労働移動である離転職、
公募制による社内の労働移動に対して、どのような課題認識をしているか。こ
れから増えていくと予想される労働移動に対する、企業別組合の今後の課題・
展望を提示します。

２０２４年度秋季労働関連法セミナー

誰もが希望に応じて働き続けることができる
雇用環境の整備

　経済状況が著しく変化し、人口減少による労働供給の制約も深刻さを増しています。このような状況 
だからこそ、労働者が個々の状況に応じて働き方を選択し、その能力を発揮して、公正に評価され、安心 
して働くことができる環境にしていくことが重要です。誰もが希望に応じて働き続けることができる、 
不本意な働き方をしなくてすむ雇用環境を整備するために、企業・労働者・労働組合・地域社会・国が、
それぞれの立場から取り組んでいかなければなりません。その取り組みについて考えます。

◇主　　　　催：公益社団法人　京都勤労者学園（ラボール学園） 
　　　　　　　　認定特定非営利活動法人 あったかサポート
◇会　　　　場：ラボール学園（京都市中京区四条御前西入るラボール京都３階）
◇お問い合わせ：０７５－６３２－８９６２（認定 NPO 法人 あったかサポート）
◇申し込み方法：参加無料。事前申し込みが必要です。ZOOM 聴講も可能です。
　　　　　　　　同封のチラシをお読みいただき申し込み下さい。
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年会費納入と寄付金のお願い
私たちは、労働と社会保障の課題解決を軸に、共生の思想のもと、共助の視点に立って「あったか社会」の創造を目指します。
当法人の活動にご理解を賜り、本年度も引き続き年会費納入と寄付金をお願いいたします。会員の種類と会費は以下の通りです。

　①　正会員は、　 年間１口  ５，０００ 円です。個人会員で総会の議決権を有します。
　②　賛助会員は、年間１口  ３，０００ 円です。個人及び団体会員で議決権はありません。
　③　協力会員は、年間１口 １０，０００ 円です。専門的立場から協力する個人及び団体会員で議決権はありません。

＊なお、寄付金については金額の定めはありません。
＊当法人への寄付金、賛助会員会費、協力会員会費は寄付金控除に利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→認定特定非営利活動法人 あったかサポート

★�

去
る
４
月
26
日
に
、
合
意
し
て
職
種
を
限
定
し
働
く
労
働
者

に
対
し
て
、
合
意
に
反
し
て
配
置
転
換
が
争
わ
れ
た
裁
判
で
、

最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
「
合
意
に
反
し
た
配
転
は
本
人
の
同

意
が
な
い
限
り
違
法
」
で
あ
る
と
の
初
め
て
の
判
断
を
示
し

ま
し
た
。

★�

こ
の
裁
判
は
、
滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
福
祉
用
具
を

扱
う
技
術
職
と
し
て
18
年
働
い
て
い
た
が
、
福
祉
用
具
の
需

要
が
減
っ
て
い
た
と
し
て
、
合
意
無
く
総
務
課
に
配
転
さ
れ

ま
し
た
。
一
審
・
京
都
地
裁
と
二
審
・
大
阪
高
裁
は
男
性
に

職
種
を
限
定
す
る
「
黙
示
の
合
意
」
が
男
性
と
法
人
に
成
立

し
て
い
た
と
認
定
し
ま
し
た
が
、
配
転
命
令
に
は
解
雇
を
回

避
す
る
目
的
も
あ
り
配
転
は
合
理
的
な
理
由
が
あ
っ
た
と
し

て
請
求
を
退
け
て
い
ま
し
た
。

★�

こ
れ
ま
で
最
高
裁
は
、
長
期
雇
用
を
前
提
に
新
卒
で
一
括
採

用
さ
れ
、
様
々
な
職
種
や
勤
務
地
を
経
験
し
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
を
積
む
、
日
本
型
雇
用
の
中
で
会
社
の
人
事
権
を
広
く
認

め
た
判
決
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

★�

２
０
２
４
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
議
論
す
る
厚
生
労
働

省
の
審
議
会
が
６
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
全

国
平
均
で
１
０
０
４
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
43
円
引
き
上

げ
ま
し
た
が
、
新
聞
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、
今
年
は
50
円

ほ
ど
の
引
き
上
げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
報
じ
て
い
ま
す
。

★�

記
念
講
演
で
伊
藤
講
師
は
「
日
本
社
会
の
今
後
を
よ
り
よ
い

社
会
に
す
る
た
め
の
キ
イ
ワ
ー
ド
が
最
低
賃
金
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
最
低
賃
金
時
給
１
，５
０
０
円
で
、
月
１
６
０
時

間
労
働
、
年
収
約
２
９
０
万
円
、
ふ
た
り
で
世
帯
形
成
し
て
、

世
帯
年
収
５
８
０
万
円
を
め
ざ
す
。
な
る
べ
く
高
齢
者
に
な
っ

て
も
働
い
て
家
計
を
維
持
し
、
こ
れ
に
社
会
保
障
を
組
み
合

わ
せ
て
、
安
定
し
た
生
活
を
め
ざ
す
。
世
帯
年
収
５
８
０
万

円
な
ら
ば
、
子
供
も
も
て
ま
す
。
こ
れ
で
今
後
の
こ
ん
な
日

集

編

後

記

本誌責任編集　半田敏照

九条通 九条駅

京都市
交通局
九条営業所

京都
テルサ

Joshin京都市立
凌風小中学校

通
丸
烏

線
丸
烏
鉄
下
地

駅
都
京
至
↑

認定NPO法人　

N

あったかサポート
新事務所

●お問合せ時間　月・水・金／10：00～16：00
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

認定特定非営利活動法人　あったかサポート事務局 半
はん

田
だ

敏
としてる

照
（当法人・副理事長兼事務局長）

■ご相談とお問合せ

TEL 075-632-8962　FAX 075-632-8963

HP http://www.attaka-support.org/
E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
７
分

●
地
下
鉄
九
条
駅
か
ら
徒
歩
２
分 （アサダ観光ビル2階B号室）

本
社
会
を
少
し
で
も
安
定
的
な
社
会
と
し
て
生
活
す
る
。
こ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

★�

政
府
は
２
０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に
１
，５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
格
差
社
会
・
貧
困
社
会
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

２
０
３
０
年
代
半
ば
な
ど
と
悠
長
な
こ
と
で
は
な
く
、
早
急
に
１
，５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★�

２
０
２
５
年
は
、
第
20
回
総
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
０
５

年
に
結
成
し
て
、
早
や
20
年
で
す
。
こ
こ
ま
で
、
や
れ
て
き
た
の
は
亡
き

笹
尾
達
朗
氏
の
業
績
で
す
。
20
年
を
節
目
に
一
層
の
発
展
を
祈
う
と
こ
ろ

で
す
。�

（
半
田
敏
照
）


